
 

令和５年度 新 潟 県 主 任 介 護 支 援 専 門 員 更 新 研 修  提 出 事 例 
 

研 修 申 込 者 氏 名     

介護支援専門員の基礎となる資格  例：「介護福祉士」等起訴となっている資格を記載 

所 属 事 業 所 

及び経験年数等 

事業所名： 

機関種別：  □包括   □居宅   □その他（                 ） 

職   名： 例：「管理者」等職場での職名を記載 

介 護 支 援 専 門 員 と し て の 経験年数 ：         年          

その内、主任介護支援専門員としての経験年数 ：         年 

1．事例のテーマ 

〔選んだ事例が該当するカテゴリ２つ以上（「内容」の項目に１つでもチェックがついたもの）にチェック〕 

カテゴリ 内容 

□リハビリテーション及び福祉用具 

の活用に関する事例 

□理学療法、作業療法、言語聴覚療法などの必要性についての助言・指導 

□福祉用具、住宅改修の必要性や適正な利用についての助言･指導 

□医師やリハビリテーション専門職との連携・ネットワークづくり（医療機関の特徴を把握する視点、 

医療連携・ネットワークを把握する視点、医療連携・ネットワークの課題分析手法及び改善方法等）

についての助言・指導 

□福祉用具や住宅備品の情報収集（福祉用具専門員からの情報収集や福祉用具事業所等が行う 

勉強会・講習会、福祉機器展・住宅展等への参加）についての助言・指導 

□看取り等における看護サービス 

利用の活用に関する事例 

□看取りについての知識と基本的理解〔社会資源、訪問看護との協働・連携、多職種との連携、疼痛

緩和、トータルペインの理解、ペインマネジメントにおける介護支援専門員の役割、利用者・家族

（遺族）へのケア〕についての助言・指導 

□認知症に関する事例 □認知症や精神疾患に関する医学的・心理的基礎知識についての助言・指導 

□認知症に関わる介護支援専門員の資質向上に向けた助言・指導 

□認知症の方及び家族への支援と医療職等､多職種･地域住民とのﾈｯﾄﾜｰｸに関する助言･指導 

□インフォーマルサービスを含めた地域の社会資源についての助言・指導 

□入退院時等における医療との 

連携に関する事例 

□入院時の連携についての助言・指導 

□入院中の連携についての助言・指導 

□退院前の連携についての助言・指導 

□退院時から退院後の連携についての助言・指導 

□家族への支援が必要な事例 □家族と歴史・文化の関連性についての助言・指導 

□家族の支援と地域社会の関連性についての助言・指導 

□社会資源の活用に向けた関係

機関との連携に関する事例 

□法令遵守（介護保険法、生活保護法、成年後見制度、高齢者虐待防止法、障がい者虐待防止法等

の理解、ﾏﾆｭｱﾙ整備など）についての助言・指導 

□関係機関との連携についての助言・指導 

□利用者の尊厳の保持（権利擁護）、自立支援の視点についての助言・指導 

□状態に応じた多様なサービス

(地域密着型ｻｰﾋﾞｽ､施設ｻｰﾋﾞｽ

等）の活用に関する事例 

□「状態に応じた多様なサービス」の状態についての助言・指導 

□多様なサービス活用のために必要な利用者の個別性等の捉え方についての助言・指導 

□多様なサービスの内容理解についての助言・指導 

 

※ 当協会ホームページからダウンロード出来ます 

記載例（ア） 


